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【研究の背景・目的・内容】 

国歌《君が代》の音楽的な特徴をどう理解できるのか、理解すべきなのか。このことの検討を通して、日本の明

治以後の文化（の自己理解）の問題に照明を当てることが、研究の目的である。 

 

【応用例、研究の展望】 

《君が代》の楽譜（墨譜）に記された「壱越調律旋」という規定の意味を正確に把握する必要がでてくるが、まずは

「律旋」の明治以後の意味とその問題については大まかに見通しを得た。「唐楽六調子」についていわれる「呂

律」の概念形成の歴史とその問題についても、あるていどの見通しを得た。 

上記をふまえて、《君が代》の旋律に関する明治以後の議論を丁寧に調査・分析・考察していくことを計画してい

る。 

 

【研究方法の特色】 

《君が代》についての言説は、国民国家日本の文脈においてそのつど強い政治的なバイヤスがかかってきた、と

いう点を意識しながら、一般的に要請される以上に、「事実」に即した厳密な議論・考察を心掛けている。 
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